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大会組織委員長 佐々木 毅

日本政治学会が長年にわたって膨大なエネル

ギーを投じ、準備に準備を重ねてきた世界政治学

会の第20回世界大会が７月９日から13日まで福岡

市で開催されます。すでにご存知のことと思いま

すが、今年度の日本政治学会の総会・研究会もこ

の日程にあわせて福岡市で開催されることになっ

ております。日本の政治学の歴史においてこの記

念すべき機会に是非とも会員の皆さんに参加して

いただきたく、ここに筆を執った次第です。

世界政治学会（�*�O�U�F�S�O�B�U�J�P�O�B�M���1�P�M�J�U�J�D�B�M���4�D�J�F�O�D�F
��

�" �T�T�P�D�J�B�U�J�P�O）は世界各国の政治学会が参加して

組織した国際的な組織です。世界大会（�8 �P�S�M�E
��

�$�P�O�H�S�F�T�T）は三年に一回開催される、その最も

重要な学術発表の機会です。世界政治学会の活動

は特定の研究テーマに応じた国際的な研究グルー

プなどによっても担われ、極めて広範で継続的な

ものですが、こうした活動を含め、世界大会はそ

の全貌が明らかにされる最も重要な機会でありま

す。当然、膨大な数のパネルが用意され、参加者

は自らの関心に従って現在の政治学の動向を知る

またとない機会に恵まれることができます。ま

た、そこでは同じようなテーマに取り組んでいる

諸外国の研究者を知り、新たな国際的なネット

ワーク作りに絶好な場になることは言うまでもあ

りません。その意味では世界大会は研究成果を知

る機会になるだけではなく、参加者の今後の研究

活動への出発点を提供することができます。

世界大会は世界中の地域でこれまで開催され、

私自身、企画委員や執行委員として何度も参加し

てきましたが、その度に開催地及びその周辺の地

域の政治学者の世界政治学会への関心を高め、そ

の参加意識を涵養する点で大きな役割を果たして

きました。勿論、個人の資格で世界政治学会の会

員となり、あるいは、特定の研究グループのメン

バーになることはいくらでも可能であります。今

回、われわれが日本で世界大会を開催した最大の

意図は日本及び周辺の国々の政治学研究者に世界

政治学会への関心と積極的な参加を促すことにあ

りました。特に、若い研究者たちがこの機会を積

極的に活用し、自らの研究を通して国際的にその

活動の場を広げることができるよう切望して止み

ません。難しい議論は先にしてとにかく世界大会

に顔を出し、何が議論されているか、どんなグ

ループが自分の関心に近い活動をしているか、先

ずは現場探検をしてみて下さい。そして率直な意

見交換の場として有効活用をして下さい。

勿論、 民主主義は機能しているか」という共

通テーマは政治学者であれば誰でも関心を持たざ

るを得ないテーマです。すでに世界中から近年の

世界大会を遙かに上回る数の参加者が予定されて

おり、われわれ組織委員会としては大会の成功に

向けて最後の力を振り絞っております。しかし、

大会の成否を握っているのは日本政治学会会員の

参加であり、関心であります。会員の皆さんには

これまでもいろいろとご協力をいただいて参りま

したが、大会への参加という形で最後のご協力を

是非ともお願い申し上げる次第です。

それでは福岡で会いましょう
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